
３－１　東北地方とその周辺の地震活動（2006年５月～10月）

　　　　Seismic Activity in and around the lohoku District（May一〇ctober 2006）

　　　　　　　　　気象庁　仙台管区気象台

Sendai DistrictMeteorological observatoly， JMA

　今期間，東北地方とその周辺でM4.0以上の地震は52回，M5.0以上は10回，M6.0以上は１回発生し

た．このうち最大は,2006年10月11日に福島県沖で発生したM6.0の地震であった.2006年５月～2006

年10月のM4.0以上の震央分布を第１図(ａ)及び第１図(ｂ)に示す．

　主な地震活動は以下のとおりである．

　（1）10月11目　福島県沖の地震（M6.0，最大震度３，第２図）

　2006年10月11目08特58分に福島県沖でM6.0（最大震度3）の地震が発生した．発言機構は西北万

一東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートの沈み込みに伴い発生した地震である．その

後，今回の地震の北側でM5.0の地震が２回発生するなど，やや離れた場所で地震活動の活発化が見られ

たが10月末には収まっている．この領域では，今回と同様な経過をたどる地震活動（1998年）が過去にも

見られた．

　（２）宮城県仲の地震活動（第３図）

　2005年８月16目に発生した地震（M7.2）の余震域およびその周辺における地震活動（M1.5以上）の

状況は，2006年７月１田こM5.3の地震（第６図）が発生したものの，特段の変化は見られなかった．

また，2005年８月16目の宮城県沖の地震の発生後，西側の領域（第３図（b）のB）では活動度の高い状

態が続いているが，南側の領域（第３図（b）のC）では，2oo6年６月以降，地震活動の低下が見られる．

（３）その他の地震活動（第4～10図）

2006年

　月日　　　　　　震央地名

５月14日　　　秋田県内陸南部

６月17日　　三陸沖

７月１日　　　宮城県仲

７月６日　　　岩手県仲

７月６日　　　宮城県中部

８月17日　　宮城県沖

10月２日　　　三陸沖
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第１図（a）　東北地方とその周辺の地震活動（2006年５月～ 2006年７月 , M≧ 4.0,深さ≦ 700km）
Fig.1(a)　Seismic Activity in and around the Tohoku district (May -July 2006, M≧ 4.0, depth≦ 700km).
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第１図（b）　つづき（2006年８月～ 2006年 10月 , M≧ 4.0,深さ≦ 700km）
Fig.1(b)　continued (August -October 2006, M≧ 4.0, depth≦ 700km).
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10月11日　福島県沖の地震

震央分布図（1997年10月以降、M≧2.0）
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　2006年10月11目08時58分に福島県沖でM6.0

　（最大震度３）の地震が発生した。この地震の発

言機構（CMT解）は西北万一東南東方向に圧力軸

を特つ逆断層型で、太平洋プレートの沈み込みに

伴い発生した地震である。今回の地震の震央の北

側では10月13目と10月18副こM5.0の地震が

発生するなど、今回の地震の後に、やや離れた場

所で地震活動が見られたが10月末には収まった。

　領域ａでは今回と同様な地震活動が過去にも

見られ/こ（右上図ひ）。［匡］）

［SI震央分布図（1923年８月以降、M≧60）
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領域ａ内の時空間分布図（南北投影）

　1923年８月以降の地震活動を見る

と､領域ｂでは1959年10月26目に

発生したM6.8の地震が最大規模と

なっている。（圈）

Ｓｓ４

８

７
　
　
　
６

　
　
　
早
ｏ
1
6
0

第２図　福島県沖の地震活動

　Fig.2　Seismic activityofr Fukushima prefecture.

一 68－

503

４０３

300

203

103

50

40

30

20

¶ａ

10

８

６

２



2000

38° N

Ｍ

８

フ

６

５

４

３

宮城県沖の地震活動

震央分布図（2005年８月16日|1時46分以降、M≧|.5、深さ100km以浅）
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√ﾝは2005年８月16日の宮城県沖の地震（M7.2）。

5月１日以降の地震活動を黒い○でプロットした。
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　2005年８月16目の宮城県沖の地震（M7.2）の余震域

およびその周辺における地震活動（M1.5以上）につい

ては､2006年７月１目にM5.3の地震が発生したものの、

特段の変化は見られなかった。

上図領域ａ内の地震活動経過図、回数積算図

　(1997年10月以降、M3.0以上)
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　M3.0以上の地震活動に関しては、８月以降

やや増加し、その傾向が続いている。
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第３図（a）宮城県沖の地震活動

　Fig.3（a）　Seismicactivityoff Miyagi preicture.
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宮城県沖周辺のプレート上面付近の地震活動（M2.0以上）

震央分布図（1997年10月以降、M≧2.0、深さ100km以浅）
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の地震以降、濃くプロットしてある。
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第３図（b）宮城県沖のプレート上面付近の地震活動

　Fig.3（b）Seismic activityin the upper aspect of Pacinc plate o汀Miyagi prefllcture.
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５月14日　秋田県内陸南部の地震

[函震央分布図(1996年以降､通常の地震はM≧15、
　　低周波地震は全て).1997年以前を薄く表示．
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　2006年５月14目19時46分に秋田県内陸南部のごく浅いところでM4.4（最大震度２）の地震が発生

した。発言機構は北北東一南南西方向に張力軸を特つ正断層型（圧力軸はほぼ鉛直方向）であるが、こ

の付近では東西方向に圧力軸を特つ型が多い。また周辺に比べて震源が浅く決まっている。余震活動は

14目のうちに収まった。

　秋田・宮城県境付近では、1996年８月11目にM6.1の地震が発生するなど顕著な地震活動があり、

逆Ｌ字型の震央分布を形成した。今回の地震は、その活動城の北端付近からやや離れたところで発生し

た。また今回の地震活動と同期していないが、周辺では深部低周波地震（緑色）が発生している。（［ざ］）

[亘]震央分布図
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　この地域はM4.0を超える地震が時々発生し

ているが､M6.0を超える規模の地震は1923年８

月以降では、1923年にM6.1、1996年にM6.1の

地震２回となっている。［匝］）
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第４図　秋田県内陸南部の地震活動

　Fi＆4　Seismic activityin thesouthem inland partofAkita preficture.
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６月17日　三陸沖の地震

[返]震央分布図(2005年以降、M≧10)

　　　2006年６月以降を濃く表示
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　2006年６月17目02時10分に三陸沖の深さ11km

でM5.7（最大震度２）の地震が発生した。発言機構

は西北西一東南東方向に圧力軸を特つ逆断層型で、

太平洋プレートと陸のプレートの境界で発生した

地震である。余震は６月中にはほぼ収まった。([ざ])

［亘］震央分布図 (1896年以降、M≧6.0)
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　三陸沖では、「1968年十勝沖地震」な

どの太平洋プレートの沈み込みに伴う

プレート間地震が度々発生しており、今

回の地震の近傍では「平成６年（1994

年）三陸はるか沖地震」が発生している。

今回の地震の西には地震調査委員会に

よって評価された三陸沖北部のプレー

ト間地震（M8.0前後）の想定震源域があ

る。（圈）
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三陸沖北部のプレート間地震の想定震源域 (地震調査委員会による)

第５図　三陸沖の地震活動

　Fig.5　Seismic activityofr Sanriku.
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[瓦]震央分布図
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７月１日　宮城県沖の地震

(2005年８月16日以降、M≧1.5).2005年８月17日以降は濃く表示
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領域ａ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）
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　2005年８月16目に発生した宮

城県沖の地震の余震域北端付近

の深さ40kmで､2006年７月１目

08時28分にM5.3（最大震度３）

の地震が発生した。発言機構は

北西一南東方向に圧力軸を特つ

逆断層型で、太平洋プレートと

陸のプレートの境界で発生した

地震である。

　今回の地震の震源付近では

2005年12月17目にほぼ同じ発

言機構を特つM6.1の地震が発生
している。([ざ])

　1923年８月以降、領域ｃの南の海域では、

M7.0を超える地震が1933年(M7.1)、1936年

　(M7.4)、1937年(M7.1)、1978年(M7.4)、2005

年(M7.2)に発生しているが、領域ｃでは観測

されていない。（圈）
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　　　　　　　　７月６日　岩手県沖の地震
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2006年７月６目02時08分に岩手

111S県沖の深さ36kmでM5.4（最大震度

（?に竺ﾂ芒言行≒懇懇ａ
１６０ 西北万一東南東方向に圧力軸を持つ

逆断層型で、太平洋プレートと陸の

プレートの境界で発生した地震であ

る。余震は10同程度発生し、数日で

収まった。

　なお、６月17日13時51分にも、

ほぼ同じ場所で、ほぼ同じ発言機構

を特つM4.6（最大震度２）の地震が
発生している。［匯］）

　今回の地震の震源近傍では「平成

６年（1994年）三陸はるか沖地震」

の最大余震であるM7.2の地震が発

生している。その後、領域ｃでは８

年程度、M5.0を超える地震が発生し

ていなかった。（圈）
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三陸沖北部のプレート間地震の想定震源域（地震調査委員会による）

第７図　岩手県沖の地震活動

　Fig.7　Seismic activity off lwate prefbcture.
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　2006年７月６日06時11分に宮城県中

部の深さ11kmでM4.3（最大震度４）の

地震が発生した。発言機構は牝牡万一南

南東方向に圧力軸を特つ逆断層で、この

付近で発生する地震によく見られる型で

ある。余震は数日で収まった。

　この付近では、1998年９月15副こ、

今回の地震とほぼ同じ発言機構を持つ

M5.2の地震が発生している。([ざ])

　1923年８月以降、領域ｃの周囲では

M6.0を超える地震が４回観測されている

が、領域ｃではM6.0を超える地震は観測
されていない。［匝］）

Ｎ－１５

２０

５

０

第８図（a）宮城県中部の地震活動

　Fig8（a）Seismic activityin the middle inland partof Miyagi prefecture
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７月６日　宮城県中部の地震（断面図）
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東北大学等により推定されている

長町一利府線断層帯の地下深部

　1998年９月15日に宮城県中部の深さ13kmで発生した地震の断層面は、余震分

布、発震機構などから北西下がりであると推定された。この断層面をなめらかに

地表まで延長すると長町一利府線断層帯の地表トレースにほぼ一致することか

ら、1998年９月15日から始まった地震活動は、長町一利府線断層帯の最深部での

活動と推定された（海野・他（1998））。

　今回の地震は、1998年の地震に比較して長町一利府線断層帯から離れている。

参考文献

　海野徳仁一岡田知己・松渾
利府断層の最深部で発生した

暢・堀修一郎・河野俊夫一仁田交市・長谷川昭一西出則武，1999，長町

1998年９月15日の地震（M5.0）について，月刊地球号外27，148-154.

第８図(b)

　Fig8(b)

宮城県中部の地震活動（断面図）

Cross sectionof Seismic activityin the middle inland partof Miyagi prefkt゛e.
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　2006年10月２目02時07分に三陸

沖の深さ56kmでM5.2（最大震度３）

の地震が発生した｡発言機構（CMT解）

は牝牡万一南南東方向に張力軸を持

つ型で､太平洋プレート内部で発生し

た地震である。

　1997年10月以降の地震活動を見ると、今回の地震は周辺

に比べて地震活動が低調なところで発生したものであり、プ

20　　レート境界で発生した2005年８月16目の宮城県沖の地震

40　や､プレート内部で発生した2003年５月26目の宮城県沖の

60　地震とは発言機構が異なる。([ざ])

今回の地震

領域ｃ内の断面図（Ａ－Ｂ投影）
1969 01 01 00:○○ 一一 2006 10 31 24:00

（krn）N8aWCA）

　一一

０
　
０

ウ
｀
　
４

60

80

100

120

140

ＩＲｎ

領域ｃ内の発展機構の断面図
lkmJ NluwtAJ

０
　
０

C
D
r

　０

２０

4
0
　
6
0

6
0
　
8
0

１２０

１４０

(Ａ－Ｂ投影)
NUXJ111り

０
　
０
　
０
．

c
P
t
　
Q

　1969年以降について、二重地震面の下面付近および今回

の地震が発生した領域（領域ｄ）の地震についての発言機構

を見ると､全般的に太平洋プレートの沈み込む方向に張力軸

を特つ地震が多いが、1969年６月20目に発生したM5.6の

地震は、今回の地震と比較的類似した発言機構となってい
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［固発露機構分布図（張力軸表示.1969年以降、領

　域ｃ内の領域ｄの地震のみ表示.M≧4.0）
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第10図（a）三陸沖の地震活動

　Fig.10（a）Seismic activity ofr Sanriku.
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10月２日　三陸沖の地震（観測点の走時について）
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　2006年10月２目に宮城県沖で発生した

M5.2の地震は､二重地震面の下面を延長した

付近のやや深いところに震源が決まった。今

回の震源付近は地震活動があまり見られな

い場所で、Ｍの小さな地震は過去にいくつか

あるが、M5.0以上の地震は珍しい。　しかし、

観測網から離れた海域で発生しているため、

深さの精度が良くない可能性がある。そこで

Ｐ波の迫持を調べてみた。

　各観測点と大船渡猪川観測点とのＰ波走時差（単位　秒）

‾（震央距離は今回の地震の値を使だ）‾半白‾

ドド=ﾆﾆこt

大辻糾］
Ｊヶレ古釧再　j4
昿∧ソ◇／掌　゛含

．　いしレで　　盃　　　　、.、

パブμj）　　　　で ・于±l cy

圃　３

亙
i　　　　　　　→－Aグループ平均→－Ｂグループ平均-i,一今回
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　震　央　距　離

　今回の地震の震央に近く、比較的遠方の観測点データまでが得られている地震を一元化以降の検測

値ファイルから選び出し、浅い地震（Ａグループ10個）と深い地震（Ｂグループ６個）にわけた。そ

れぞれについて、参観訓点と大船渡猪川観訓点とのＰ波光時の差をとってみると、深い地震は、浅い

地震に比べて震央距離およそ150 k m より遠い観訓点の光時差が小さく、光晴が早い傾向がみられる。

また、今回の地震は、深い地震（Ｂグループ）の光時差のパターンとほぼ一致する。

第10図(b)

　Fig10(b)

三陸沖の地震活動（観光屯の走時について）

Dilkrences of P wave trave1-timesbetween lkawa and each station.
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